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 ６月26日にROTOBO月例報告会「ロシアを読み解く：制裁下で変貌する経済の実像」が開催され、

筆者はこの席で「ロシア戦時経済の語り方」と題する報告をさせていただいた。本稿は、基本的にそ

の時の報告内容をベースにレポートにまとめたものだが、ロシア経済をめぐる情勢は日々刻々と動い

ており、わずか１カ月前の情報ですら賞味期限が怪しくなっている。そこで、本稿では６月26日の報

告内容を厳密に再現するのではなく、可能な限り情報をアップデートして構成することにした。 

 今回の月例報告会は節目の第100回であり、ROTOBO創立60周年記念事業の第１弾でもあった。

思い起こせば、筆者がまだROTOBOに在籍していた2014年にウクライナ政変とクリミア危機が発生し、

「このような緊迫した情勢下では会員の皆様に機動的かつこまめに情報発信することが求められて

いる」と感じ、発案したのが月例報告会だった。その企画が100回目を迎え、筆者自身は４年前に活

動の場を大学に移したにもかかわらず、今回このような発表の機会をいただいたことには、深い感慨

を禁じ得ない。と同時に、2014年に発生した危機が、ついにはロシアとウクライナの全面戦争に至っ

てしまい、今日のような破局的事態を招いていることには、改めて痛恨の念を感じる。 
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